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へき地医療現場で見いだされた 6つの疑問と 
その解決に向けた研究の取り組み 

 

山口県立総合医療センター へき地医療支援部 中嶋 裕（山口県25期） 

この度、自治医科大学大学院医学研究科論文博士の学位審査を経て、学位を取得

することができました。そこでご縁あって、地域医療オープン・ラボNews Letter

への寄稿をお声かけ頂きました。研究をやったことはないけど、ちょっと意識して

いるような義務年限内の若手の先生に向け、私自身の経験と学位論文の概要、研究

の取り組み方の一例を提示できればと思います。 

 学位論文は、“へき地医療現場の経験に基づく疑問をそれぞれに対して研究を行

い、6つの研究を通じて『研究の取り組み』”というテーマでまとめました。その疑

問のほとんどは、義務年限内のへき地勤務当時に経験したものでした。そして、正直に言うと･･･色々と悩み

四苦八苦した中で、少しでも解決したく研究として取り組んだものです。へき地、特に一人で診療していると

壁に当たった時、環境などの外的要因が原因なのか、それとも自らの力不足が原因なのか、段々と分からなく

なることがありました。振り返れば、恐らくどちらの要因も関係していたのだと思いますが、一人で煮詰まっ

てくると、どちらか一方へ極端に原因を求めてしまうこともありました。そういった悶々とした思いを、ちょ

っと客観的に眺めることができた研究は、自分にとっては大きかったように思います。 

 学位論文の“はじめに”に載せたのですが、「2006年に自治医科大学医学部卒業生を対象として、学位取得

状況に関する調査が実施され、その結果が地域医療オープン・ラボ News Letter 2006において報告されて

います。学位取得を希望しているにも関わらず実際に研究を開始しているのは半数以下でした。」自治医科大

学卒業生が多く勤務するへき地医療機関では、臨床研究の実施が難しい状況にあります。 

 学位論文で述べた研究の詳細はここでは示しませんが、６つの疑問を以下の表1に示します。それぞれの研

究動機には、今でも鮮明に思い出せる色々な思いがありました。その一つ一つが自分自身のモチベーションに

なりました。 



 学位論文の“まとめ”では「世界的な流れとして、プライマリ・ケアに関する研究議論の推進が謳われてお

り、実際2000年代に専門学会の活動が活性化し、さらに学会誌に発刊されるに至っています。日本の現状を

みると、臨床研究を実施するための教育が体系化されているとは言い難く、臨床研究の推進力を得るために

は、教育環境の充実を図ることが緊急の課題と考えられる。」と示しました。確かに全国的な体系化はまだま

だかもしれないです。しかし、私自身が義務年限を経験した2002年以降のおよそ10年間で臨床研究に関する

各種学会やセミナーでの取り組みの機会は多くなったように思います。中々1回では分かりにくいこともある

かもしれないですが、少しまとまった合宿形式のセミナーを複数回受講することで段々と掴めてきます。また

可能であれば、そういった受講の際には自分が研究をやっているつもりで（やっているものを持参して）、受

講すると内容がスッと入ってくることも多いです。 

 今回、一番お伝えしたいことは、まず研究を考えている段階から経験のある人に相談し、指導を受けるとい

うことです。学位取得には研究歴が必要となるため、私は自分の興味また色々なご縁があり、自治医科大学地

域医療学センターの研究生になり指導を受けました。また、自治医科大学には“CRST;地域医療研究支援チ

ーム(Clinical Research Support Team in JMU)”もあり、相談すれば指導を受けることができます。この指

導を受けるということは、実際に研究に取り組んでみないと少しピンとこないかも知れないですが、ここが一

番大事です。骨格となる研究デザインや踏み外してはいけない倫理性などは、最初は分かりにくい所や間違っ

た道に気づかずに進んでしまっていることがあります。研究には、道しるべの存在は不可欠です。もう一度述

べます。まず研究を考えている段階から経験のある人に相談し、指導を受けて下さい。 

  私は学位論文を以下のように締めました。「今後の展望として申請者自身の研究で得られた経験を活かし、特

にへき地勤務を行う義務年限内若手医師への指導・教育に取り組みたい。申請者が出会ったように臨床から得

る疑問の一つ一つが研究に繋がるというきっかけを伝えたい。そして研究には指導者が必要であり，モチベー

ションを維持するための仲間の存在の重要性についても伝えていきたい。」できることは少ないかもしれないで

すが、次に活かせるアドバイスがあれば是非していきたいと思っています。私自身、山口県のへき地医療（主

に仕組みやサポート側）に携わっています。直接お目にかかる機会は少ないかもしれませんが、山口県の自治

医大卒業生に限らず、へき地医療を中心に臨床、研究またよろずなんでも･･･意見を聞いてみたいなどできるこ

とがありましたらお声かけ頂けると幸いです(E-mail nakashima.yutaka@ymghp.jp) 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！！地域医療オープン･ラボNews Letter原稿募集！！ 

地域医療オープン・ラボでは、自治医大の教員や卒業生の研究活動を学内外へ発信するために、 

「自治医科大学地域医療オープン・ラボNews Letter」を定期的に発行しています。 

http://www.jichi.ac.jp/openlab/newsletter/newsletter.html 

☆ 自治医大の教員や卒業生の研究活動をご紹介ください 

☆ 自薦・他薦を問いません 

☆ 連絡先：地域医療オープン･ラボ openlabo@jichi.ac.jp  


